






年 月

組 月 日 （ 水 ）

● 実施計画

【環境設定】
・安全に探究できるよう環境を設定する。
・子どもたちが自由に発言できる雰囲気を作る。
・正解を求めるのではなく、予想し考える態度を大
切にする。

【活動使用教材】
・水
・絵の具（水色）
・透明のプラスチックコップ
・さまざまな形の容器
　（皿、コップ、袋など）
・スロープ
・電気ポット
・氷
・ホワイトボード
・ホワイトボードマーカー

【事前準備】
・水を扱う活動になるため、水で濡れる点に注意し、
転倒などの事故を防ぐよう環境を設定しておく。
・牛乳パックやペットボトルなどで傾斜のあるコース
（スロープ）を用意しておく。子どもたちと作成して
も良い。
※切り口でけがをしないよう配慮する。
・氷を作っておく。子どもたちと一緒に作っても良
い。
・探究活動で使用する用具の使用方法を設定してお
く。

10:30〜10:40 ・探検での発見や感想を発表する。発表の内容をホ
ワイトボードにまとめていく。

・さまざまな形の容器に水を入れて、形の変化を探
究してみる。

・水の性質について確認する。

・水の流れを探究してみる。

・温度で水がどのように変化するかを調べてみる。

・子どもたちの意見をホワイトボードにまとめる。

10:10〜10:30 ・水を水槽やコップに入れて観察してみる。

活動テーマ

時間

10:00〜10:10 ・水とは何かを問いかける。

たべもの　～水～
水ってなに？

活動テーマに関する　日頃の興味関心について

水遊びは全員楽しんでいる。水道などで手を洗う際に水の流れを注視していることもある。

活動スケジュール 環境設定　・　準備物

内容
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● 実施報告

● 振り返り

・子どもたちは、普段当たり前に触れている水にも強い関心を持っ
ていることに改めて気づいた。
・水蒸気や雨など以前やった内容からも関連していることを紐づけ
ることができていた。

探究活動の実践内容

・導入では、水はどのようなものか考え、「手を洗うときに使
う」「雨」「つめたい」など、日常生活からくるもの、感覚や印
象から水について考える発言していた。
・水について、色、形、においや流れ、状態変化など体験を通
じて探究を深めた。
・振り返りでは、気づきや調べた内容を共有し合った。

保育者側の気付き

活動中の子どもの姿、声、保育者との関わり

【子どもの姿・声】
・「水色って水の色とは違う。」
・「水って形ない！」

【保育者との関わり】
・子どもが出した意見を認めていくことで他の子も思いついたものを
意見しやすくなっていた。

園長からの感想・助言内容

水は毎日当たり前にあるもので、それはいったい何だろう？と
思うと、子どもたちの中でも、急に関心が湧き上がってきたの
ですね。

水に色があるのか？というのも面白い視点ですね。
水がお湯になるという変化も、雲や雨につながる問いかけはと
ても良かったと思います。


